


 展覧会
の
 ご案内　　　　　　記 念 特 別 企 画 展「新風颯走 かもめ翔ぶ」西九州新幹線開業

し ん  ぷ う  さ っ そ う と

9月23日、西九州新幹線がついに開業！ これを記念して、鉄道「かもめ」の歴史や武雄と鉄道について紹介する

大展覧会を開催します。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、変更・中止する場合があります。

会場 武雄市図書館・歴史資料館  蘭学・企画展示室

会期 令和 4 年 9月23 日(金・祝)
　　　　　 ～ 11月6日(日)

観覧料 無料

開館時間 日曜日～木曜日：9時～17 時
　　　　 金曜日・土曜日：9時～18 時 ※会期中無休

Gallery Talk
 9月23日（金・祝）

10月14日（金）

10月29日（土）

11月 3日（木・祝）

14：00 ~

18：00 ~

14：00 ~

14：00 ~

学芸員による展示解説
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鉄道まめ学講座
「武雄・鉄道・駅弁」

会場 武雄市役所 1 階ホール

講師 川副義敦氏（武雄市歴史資料館専門官）

定員 先着40 名　

開催 令和 4 年 10月1 日(土) 14:00 ～
参加費 無料

電話申込 9月6日 (火) 受付開始
申込・問合せ 歴史資料係 ℡.0954-28-9105

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、
　　　変更・中止する場合があります。

明治28（1895）年に開業した武雄駅（現在の武雄温泉駅）の
姿を写す絵葉書。駅前には人力車が待機していて、その前を
線路が延びる。これは、武雄から塩田を経て鹿島の祐徳稲荷
神社の門前まで続いた祐徳軌道。高橋（現武雄市朝日町）か
ら甘久、武雄を通り、祐徳門までの約24kmを結んだ。（昭和6
年廃止）

◀旧武雄駅舎（絵葉書）  明治～大正時代頃
　/ 武雄市蔵

▲特急「かもめ」ヘッドマーク / 京都鉄道博物館蔵

昭和28（1953）年に運行を開始した京都～博多
間を結ぶ特急「かもめ」のヘッドマーク。ヘッド
マークとは、列車の愛称を文字やイラストで示し
たもので、列車の先頭部に取り付けられる。

▲行先表示板（サボ）「武雄行」 / 個人蔵

10
月
14
日は

鉄道の日！

「鉄道の日」である10月14日（金）は、企画展を夜 21 時まで OPEN。
18 時開始のギャラリートークも予定しています。


